
赤城大神社の春の例大祭 行灯祭り      下田野あんどんまち保存会 

―平和と息災を願う燈火― 

 

北条氏と甲斐の武田が「 戦場」で戦い、その御霊を弔って西福寺に高灯籠を掲げたの

が始まりで、明治二年神仏分離の節、行灯祭は赤城大神社の祭となりました。 

戦国の時代から４百年以上、守り続けてきた下田野のお祭です。 

今では、行灯約 400 個、大行灯５基、そして、竹行灯が約 400 個皆野スポーツ公園内

を中心に下田野一円に灯ります。下田野あんどんまち保存会では竹行灯の他、春と秋、

竜ヶ谷城ハイキング道の整備を行い。行灯祭りの起源となった竜ヶ谷城祉に足を運んで

祭りを後世に伝えようとしております。昨年は雨や雪が降り行灯絵を全て失ったため教

育委員会を通じて町内の幼稚園、各小学校、中学校に行灯絵の制作を依頼、約 600 枚の

行灯絵をいただきました。感謝申し上げます。毎年３月第三日曜日とその前日、行灯が

灯ります。春の宵、是非、お出かけくだ

さい。 


